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道路整備

自転車ネット
ワーク

ルール啓発
・左側通行
・歩行者優先
・車も自転車も



• うべこまち： 2010年設立

• 宇部地域の交通環境の改善に向け、市民の立場で自らの行動変革を
促す活動を実行することにより、

• 人にやさしく、車に頼りすぎない持続可能な交通を目指す

• エコな自転車交通の環境改善

• 高校生や中学生などの意見を集め、行政にはたらきかけ、道路の改
善・ルール啓発の両面から取り組み



宇部市立西岐波中学校・自転車環境

•自転車通学路の危険個所と交
通ルールの基本を知り、中学
生が安心・安全に通学

•郊外立地、交通量の多い国道
190号線が通り、丘陵地に狭
い街路

•生徒数420名
• 自転車通学率：55％

• 通学・部活で自転車

利用： 約80％

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/site/police/162775.html

西岐波中



第１回：通学路点検調査

• 2023年7月27日：4班で通学路点検、写真撮影

•参加：生徒14名、教諭5名、うべこまちスタッフ5名、
宇部市道路整備課1名、山口県警2名

•通学路4ルート：狭い坂道、国道沿い、住宅地、歩
道無しの路側帯。自転車を押し歩きまたは乗車して、
自転車通行方法、危険個所、注意点など話し合い、
写真を撮影

•



第２回：マップ作り

• 2023年8月2日

•図書室に地図を広げ、

•調査ルートに沿って危険個所、注意点をマーク

•写真を貼って、自転車通学路危険マップを手作り

•交差点模型のT字路で、自転車と車の出会い頭衝突
危険と、左側通行の大切さ指導。



地元紙発信



文化祭で発表

• WSの成果を活かし、
自転車ハザード
マップを掲示、生
徒に知らせる



活動の効果と課題

◆ 実施に伴う効果

• 参加生徒は、今回の自転車通学路点検ワークショップの成果を活
かし、自転車ハザードマップを仕上げ、中学校の文化祭で成果発
表、掲示

• 市役所で道路整備と自転車ネットワーク計画担当の職員がWSに参
加し、自転車を利用する生徒の率直な声、要望を聞く意見交換

• 警察官が通学路点検とワークショップに参加し、生徒にとって、
よい学びの機会。

◆ 今後の課題

• 宇部市の自転車ネットワーク計画は市の中心市街地に留まってい
るが、郊外部の学校でも自転車通学は多い。

• JR宇部線や山陽本線の駅も立地する、厚南地域の学校と協議して、
自転車ワークショップを発展していきたい。

• 自転車レーンや車道混在の自転車ナビマークの整備を拡げ、人と
環境にやさしい、子どもも大人も自転車が安全に利用しやすい道
路交通環境を！


